
グローバルインターフェイスコマンド

このモジュールでは、Cisco NCS 5001ルータおよび Cisco NCS 5002ルータでインターフェイス
を設定するためのグローバルコマンドラインインターフェイス（CLI）コマンドについて説明
します。

グローバルインターフェイスの概念、設定作業、および例の詳細については、『Cisco NCS 5000
シリーズルータ向けハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド』を参照して

ください。
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bandwidth (global)
インターフェイスの帯域幅を設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで

bandwidthコマンドを使用します。

bandwidth rate

___________________
構文の説明

インターフェイスに割り当てられる帯域幅の量（kbps）。範囲は0～4294967295
です。

rate

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの帯域幅はインターフェイスタイプによって異なります。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン 特定のインターフェイスのデフォルトの帯域幅を取得するには、最初にインターフェイスを起動

してから show interfacesコマンドを使用します。インターフェイスのデフォルトの帯域幅は、show
interfacesコマンドの出力に表示されます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

実行interface

読み取り、書き込みbasic-services

___________________
例 次に、TenGigEイーサネットインターフェイスで帯域幅を設定する例を示します。

RP/0/# configure
RP/0/# interface TenGigE 0/4/1/0
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RP/0/# bandwidth 4000000
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bundle wait-while
バンドルに wait-whileタイマーの継続時間を指定するには、バンドルインターフェイスコンフィ
ギュレーションモードで bundle wait-whilebundle wait-whileコマンドを使用します。待機をディ
セーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

bundle wait-while time

nobundle wait-while time

___________________
構文の説明

ミリ秒単位の待機時間。指定できる範囲は 0～ 2000です。time

___________________
コマンドデフォルト 2000ミリ秒

___________________
コマンドモード バンドルインターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用で

きない可能性がある場合は、AAA管理者に問い合わせてください。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みbundle

読み取り、書き込みinterface

___________________
例 次に、待機時間を 20秒に設定する例を示します。

RP/0/(config-if)bundle wait-while 20
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clear interface
インターフェイスの統計情報またはパケットカウンタをクリアするには、XREXECモードでclear
interfaceコマンドを使用します。

clear interface type interface-path-id

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機
能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータ上に現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプを
参照してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

実行interface

読み取り、書き込みbasic-services
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___________________
例 次に、clear interfaceコマンドを使用してループバックインターフェイス 2をクリアする例を示し

ます。

RP/0/# clear interface loopback 2
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dampening
インターフェイスマネージャ（IM）クライアントで一時的または頻繁に発生するインターフェイ
スステートの変更の伝播を制限するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで

dampeningコマンドを使用し、イベントダンプニングをオンにします。ダンプニングをオフにす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

dampening [half-life [reuse suppress max-suppress-time]]

no dampening [half-life [reuse suppress max-suppress-time]]

___________________
構文の説明

（任意）この時間の経過後にペナルティが減少します（分単位）。インター

フェイスにペナルティを割り当てると、half-lifeの経過後にペナルティが半分
まで減少します。ペナルティの減少プロセスは5秒ごとに発生します。half-life
の範囲は 1～ 45分です。デフォルトは 1分です。

half-life

（任意）ペナルティ値がこの値を下回ると、安定しているインターフェイスの

抑制が解除されます。範囲は 1～ 20000です。デフォルト値は 750です。
reuse

（任意）ペナルティがこの限界値を超えると、インターフェイスが抑制されま

す。範囲は 1～ 20000です。この値は reuseのしきい値よりも大きくなければ
なりません。デフォルト値は 2000です。

suppress

（任意）インターフェイスを抑制できる期間の最大値（分単位）。この値は、

ペナルティ値が超えることのできない限界値として有効に機能します。デフォ

ルト値は half-lifeの 4倍です。

max-suppress-time

___________________
コマンドデフォルト デフォルトではダンプニングはオフです。dampeningコマンドを使用すると、入力していない任意

のパラメータについて、次のデフォルト値がイネーブルになります。

• half-life：1分

• reuse：750

• suppress：2000

• max-suppress-time：half-lifeの 4倍

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン イベントダンプニングを使用すると、常に不安定なインターフェイスが、一定期間安定した状態

を維持するようになるまで抑制されます。すでにダンプニングが設定されたインターフェイスで

ダンプニングをイネーブルにすると、そのインターフェイスに関連付けられたペナルティがゼロ

にリセットされます。reuseのしきい値は、必ず suppressのしきい値よりも小さくなければなりま
せん。

イベントダンプニングを設定する場合は、次の注意事項に従ってください。

•通常は、サブインターフェイスとその親の両方でダンプニングを設定する必要はありませ
ん。これは、両方のステートがほとんど常に同じであり、それぞれのインターフェイスでダ

ンプニングが同時にトリガーされるからです。

•すべてのサブインターフェイスにダンプニングが必要な場合は、メインインターフェイスだ
けにダンプニングを適用します。多くのサブインターフェイスに設定を適用すると、大量の

メモリが必要になり、ブートとフェールオーバーの際の設定の処理に必要な時間が増加しま

す。

•ダンプニングがイネーブルの場合は、インターフェイスにペナルティ値が関連付けられま
す。この値は 0から始まり、インターフェイスの基礎となるステートがアップからダウンに
変化すると 1000ずつ増加します。

•インターフェイスステートが安定していると、ペナルティ値は急激に減少します。設定され
た suppressのしきい値をペナルティ値が超えると、インターフェイスのステートが抑制にな
り、IMはその後のステートの変化を上位層に通知しなくなります。設定された reuseのしき
い値をペナルティ値が下回るまで、抑制のステートが維持されます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みinterface

___________________
例 次に、デフォルト値を使用してインターフェイスでダンプニングをイネーブルにする例を示しま

す。

RP/0/(config)# interface TenGigE 0/4/0/0
RP/0/(config-if))# dampening
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interface (global)
インターフェイスを設定するか、あるいは仮想インターフェイスを作成または設定するには、XR
コンフィギュレーションモードで interfaceコマンドを使用します。インターフェイスの設定を削
除するには、このコマンドの no形式を使用します。

interface type interface-path-id

no interface type interface-path-id

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機
能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータ上に現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプを
参照してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスは設定されません。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン interfaceコマンドは、インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始し、インターフェ

イスの設定を可能にします。仮想インターフェイスを設定すると、それまでに仮想インターフェ

イスがない場合は作成されます。

このコマンドの no形式は、仮想インターフェイスまたはサブインターフェイス（グローバルコ
ンフィギュレーションモードで作成されたインターフェイス）だけに適用されます。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みinterface

___________________
例 次に、0/2/0/1にあるカードに interfaceコマンドを実行し、そのインターフェイスをインターフェ

イスコンフィギュレーションモードにする例を示します。

RP/0/(config)# interface POS 0/2/0/1
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lacp system
Link Aggregation Control Protocol（LACP）バンドルにデフォルトのシステムパラメータを設定す
るには、XRコンフィギュレーションモードで lacp systemコマンドを使用します。

lacp system{mac|priority}

___________________
構文の説明 LACPネゴシエーションでのシステムの識別に使用する一意のMACアドレス。mac

このシステムのプライオリティ。値が小さいほど、プライオリティは高くなり

ます。指定できる値の範囲は 1～ 65535です。
priority

___________________
コマンドデフォルト システムプライオリティは 32768です。MACアドレスはバックプレーンプールから自動的に割

り当てられます。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用で

きない可能性がある場合は、AAA管理者に問い合わせてください。

パラメータはシステムMACアドレスと、そのシステムのプライオリティです。MACアドレスは
システムで一意である必要があります（パートナーシステムと一致している場合は LACPネゴシ
エーションが失敗します）。MACアドレスと、設定したシステムプライオリティの組み合わせ
によって、LACPバンドルのプライオリティが決まります。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みbundle
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___________________
例 次に、LACPシステムでMACアドレスを設定する例を示します。

RP/0/(config)lacp system mac 000c.15c0.bd15
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mtu
インターフェイス上のパケットの最大伝送単位（MTU）値を調整するには、インターフェイスコ
ンフィギュレーションモードで mtuコマンドを使用します。インターフェイスをこのインター
フェイスタイプのデフォルトのMTUに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mtu bytes

no mtu

___________________
構文の説明

レイヤ 2フレームの最大バイト数。有効値の範囲は 64～ 65535です。bytes

___________________
コマンドデフォルト 各インターフェイスのデフォルトのMTUは次のとおりです。

•イーサネット：1514バイト

• POS：4474バイト

•トンネル：1500バイト

•ループバック：1514バイト

• ATM：4470バイト

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン mtuコマンドを使用して、インターフェイスの特定のMTU値を設定するか、または no mtuコマ

ンドを使用して、インターフェイスをそのインターフェイスタイプのデフォルトのMTU値に戻
します。MTU値は mtuコマンドを使用して増減できますが、そのインターフェイスタイプの最
小および最大MTU値による制約を受けます。

MTU値を設定しないと、各インターフェイスは、そのインターフェイスタイプに固有のデフォ
ルトのMTU値を使用します。デフォルトのMTU値は、通常はそのインターフェイスタイプで設
定可能なレイヤ 2フレームの最大サイズです。
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ATMインターフェイスのデフォルト値または設定したMTU値には L2ヘッダーが含まれます。

MTUサイズは、SNAP（8バイト）/UX(0)/NLPID(2)ヘッダーまたはAAL5 SDUのいずれかを含む
L2ヘッダーから構成されています。AAL5 SDUには、L3データグラムと任意の論理リンク制
御/Subnetwork Access Protocol（LLC/SNAP）ヘッダーが含まれます。

イーサネットインターフェイスは、レイヤ 3ダイアグラム + 14バイトです。ATMメインイン
ターフェイスの場合は、MTUは L3データグラム + 0バイトです。

ATM L3サブインターフェイスの場合のMTUは次のとおりです。

• SNAP - L3データグラム + 8バイト

• NLPID - L3データグラム + 2バイト

• MUX - L3データg + 0バイト

•サブインターフェイスに PVCが設定されていない場合：L3データグラム + 0バイト

show interfacesコマンドを使用すると、MTU値が変更されているかどうかを確認できます。show
interfacesコマンド出力により、各インターフェイスのMTUサイズがMTU（byte）フィールドに
表示されます。表示されるMTUサイズに、各カプセル化タイプに使用するレイヤ 2のヘッダー
バイトが含まれることに注意してください。

show interfacesコマンドを使用すると、MTU値が変更されているかどうかを確認できます。
show interfacesコマンド出力により、各インターフェイスのMTUサイズがMTU（byte）フィー
ルドに表示されます。表示されるMTUサイズに、各カプセル化タイプに使用するレイヤ 2の
ヘッダーバイトが含まれることに注意してください。

（注）

プロトコルに固有の一部の設定はインターフェイスのMTUを上書きできますが、インター
フェイスでMTUを変更すると、そのインターフェイスで設定されているプロトコルとカプセ
ル化の変更がトリガーされます。たとえば、インターフェイスのMTUの設定を明確に変更し
ても IP MTUの設定には影響を与えませんが、そのノード上のMTUに影響を与えることがあ
ります。

（注）

10x10GigE CPAK（プロファイルが 8つのみの 10個のポート）の場合、10個の異なる 10GigE
ポートで 10個の異なるMTUはサポートできません。デフォルトのMTUに戻すために設定し
たMTUを変更する必要がある場合は、いずれかのプロファイルをデフォルトMTUとして予
約する必要があります。したがって、10x10g CPAKでは、7つのポートに異なるMTUサイズ
を設定し、他の 3つのポートにデフォルトのMTUサイズを設定できます。8番目のポートを
設定すると、コンフィギュレーションコマンドは成功しますが、エラーがコンソールに表示

されます。

（注）
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みinterface

___________________
例 次に、すべてのインターフェイスのMTU値を確認する例を示します。MTU値は、最後から 2番

目の列に表示されます。

RP/0/# show interfaces all brief

Intf Intf LineP Encap MTU BW
Name State State Type (byte) (Kbps)

--------------------------------------------------------------------------------
Nu0 up up Null 1500 Unknown

TenGigE6/0/0/0 up up HDLC 4474 2488320
TenGigE6/0/0/1 up up HDLC 4474 2488320
TenGigE6/0/0/2 admin-down admin-down HDLC 4474 2488320
TenGigE6/0/0/3 admin-down admin-down HDLC 4474 2488320

Mg0//CPU0/0 up up ARPA 1514 100000

RP/0/# configure
RP/0/(config)# interface TenGigE 6/0/0/0
RP/0/(config-if)# mtu 1000

mtuコマンドを使用して、6/0/0/0に置かれた POSインターフェイスのMTUレイヤ 2フレームの
サイズを 1000バイトに下げた後に、show interfaces all briefコマンドをもう一度使用して、レイヤ
2フレームのサイズが変更されたことを確認します。

RP/0/# show interfaces all brief

Intf Intf LineP Encap MTU BW
Name State State Type (byte) (Kbps)

--------------------------------------------------------------------------------
Nu0 up up Null 1500 Unknown

PO6/0/0/0 up up HDLC 1000 2488320
PO6/0/0/1 up up HDLC 4474 2488320
PO6/0/0/2 admin-down admin-down HDLC 4474 2488320
PO6/0/0/3 admin-down admin-down HDLC 4474 2488320

Mg0//CPU0/0 up up ARPA 1514 100000
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リファレンス

15

グローバルインターフェイスコマンド

mtu



show im dampening
ダンプニングが設定されているすべてのインターフェイスの状態を表示するには、XREXECモー
ドで show im dampeningコマンドを使用します。

show im dampening [interface type| ifhandle handle]

___________________
構文の説明

（任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オ
ンラインヘルプ機能を使用してください。

interfacetype

（任意）IMのダンプニング情報を表示するcapsノードを識別します。ifhandlehandle

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスを指定しないと、ダンプニングされたすべてのインターフェイスの簡単な説明

が表示されます。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン インターフェイスを指定しないと、ダンプニングされたすべてのインターフェイスの簡単な説明

が表示されます。

物理ハードウェア（レイヤ 1）のみが、状態変化が発生する可能性があるインターフェイスの一
部ではありません。L2のキープアライブ障害イベントは、同様の影響を与える可能性がある数多
くのインスタンスの 1つであり、起動状態を維持している基盤のインターフェイス状態にもかか
わらずルーティングプロトコルに同様の影響を及ぼす可能性があります。このようなイベントを

考慮して、インターフェイスにダンプニングが設定されている場合はダンプニングがすべてのイ

ベントレイヤに個別に適用されます。これらすべてが同じパラメータをインターフェイスとして

使用しますが、レイヤの状態が変化した場合に増分する独自のペナルティ値があります。

このようにダンプニングされる可能性のあるカプセル化には、以下が含まれます。

• L2ベースキャップ。断続的なパケット損失などのイベントによりキープアライブが受信され
なかった場合にフラップする可能性のある HDLCや PPPなど。
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• L3カプセル化（たとえば、IPv4、IPv6）。別のリンクに競合する IPアドレスが設定されて
いる場合、これらはダウンする可能性があります。

• IPCPなどの PPP制御プロトコルの場合に、ピアルータとのネゴシエーションが実行される
他の場所。ネゴシエーションに失敗すると、capsはダウンします。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りinterface

___________________
例 次に、デフォルト値を使用して実行した show im dampeningコマンドによる出力例を示します。

RP/0/(config)# interface HundredGigE 0/4/0/0
RP/0/(config-if)# no shutdown
RP/0/(config-if)# dampening
RP/0/# show im dampening

Interface Proto Caps Penalty Suppressed

--------- ----- ---- ----------------
TenGigE0/4/0/0 0 0 0 NO

RP/0/# show im dampening interface TenGigE 0/4/0/0

TenGigE0/4/0/0 (0x05000d00)
Dampening enabled: penalty 0, not suppressed
underlying state: Up
half_life: 1 reuse: 750
suppress: 3000 max-suppress-time: 4
restart-penalty: 0

RP/0/# show interfaces TenGigE 0/4/0/0

TenGigE0/4/0/0 is up, line protocol is down
Dampening enabled: penalty 0, not suppressed
half_life: 1 reuse: 750
suppress: 3000 max-suppress-time: 4
restart-penalty: 0

Hardware is Ten Gigabit Ethernet
Description: ensoft-gsr5 TenGigE 4\2
Internet address is Unknown
MTU 4474 bytes, BW 155520 Kbit

reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
Encapsulation HDLC, crc 16, controller loopback not set, keepalive set (10 sec)
Last clearing of "show interface" counters never
30 second input rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
30 second output rate 0 bits/sec, 0 packets/sec

0 packets input, 0 bytes, 0 total input drops
0 drops for unrecognized upper-level protocol
Received 0 broadcast packets, 0 multicast packets

0 runts, 0 giants, 0 throttles, 0 parity
0 input errors, 0 CRC, 0 frame, 0 overrun, 0 ignored, 0 abort
48 packets output, 1504 bytes, 0 total output drops
Output 0 broadcast packets, 0 multicast packets
0 output errors, 0 underruns, 0 applique, 0 resets
0 output buffer failures, 0 output buffers swapped out
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この出力例では、PPPベースキャップおよび IPCPとの POSインターフェイスが表示されます。
show im dampening interface <ifname>の後続の出力には、以下に示す、独自のペナルティを持つ
カプセル化のテーブルが含まれています。

RP/0/# show im dampening

Interface Protocol Capsulation Pen Sup
--------------------------- ------------------ -------------------- ----- ---
GigabitEthernet0/0/0/0 629 NO
GigabitEthernet0/0/0/1 2389 YES
POS0/2/0/0 0 NO
POS0/2/0/0 <base> ppp 0 NO
POS0/2/0/0 ipv4 ipcp 0 NO

RP/0/# show im dampening interface TenGigaE 0/1/0/0

TenGigE 0/1/0/0 (0x01180020)
Dampening enabled: Penalty 1625, SUPPRESSED (42 secs remaining)
Underlying state: Down
half-life: 1 reuse: 1000
suppress: 1500 max-suppress-time: 4
restart-penalty: 0

Protocol Capsulation Pen Suppression U-L State
-------------- ------------------ ----- --------------------- -------------
ipv6 ipv6 1625 YES 42s remaining Down

インターフェイスにダンプニングを設定すると、そのインターフェイス上のすべてのカプセル

化にも個別に適用されます。たとえば、PPPまたはHDLCのベースキャップ状態は、インター
フェイスが起動している間にキープアライブが失敗した場合でもフラップする可能性がありま

す。show im dampening interfaceコマンドでは、このようなカプセル化ごとに 1つの行とイン
ターフェイス自体が含まれています。

（注）

表 1：show im dampening のフィールドの説明

説明フィールド

not suppressed、suppressedなどのダンプニング
ステートとペナルティ値を示します。

ダンプニング

up、down、administratively downなどのインター
フェイスの基礎となる状態（インターフェイス

が「shutdown」に設定されている場合）。

underlying state

これは、インターフェイスが UPから DOWN
に移行するときにインターフェイスのペナル

ティが、元のペナルティ（1000）の半分になる
時間（分単位）です。範囲は 1～ 45分で、デ
フォルトは 1分です。

half_life
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説明フィールド

ペナルティ値がこの値を下回ると、安定してい

るインターフェイスの抑制が解除されます。範

囲は 1～ 20000で、デフォルト値は 750です。

reuse

ペナルティ値がこの値を超えると、不安定なイ

ンターフェイスが抑制されます。範囲は 1～
20000で、デフォルト値は 2000です。

suppress

インターフェイスを抑制できる期間の最大値

（分単位）。デフォルトは 4分です。
max-suppress-time

インターフェイスに割り当てられたフラップし

た場合のペナルティ。

restart-penalty
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show interfaces
ルータで設定されたすべてのインターフェイスまたは特定のノードの統計情報を表示するには、

XR EXECモードで show interfacesコマンドを使用します。

show interfaces [type interface-path-id| all| local| location node-id] [accounting| brief| description| detail|
summary]

___________________
構文の説明

（任意）統計情報を表示するイ

ンターフェイスのタイプを指定

します。詳細については、疑問

符（?）オンラインヘルプ機能
を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮

想インターフェイス。

ルータ上に現在設定さ

れているすべてのイン

ターフェイスのリスト

を表示するには、

showinterfacesコマン
ドを使用します。

（注）

ルータの構文の詳細について

は、疑問符（?）を使用してオ
ンラインヘルプを参照してくだ

さい。

interface-path-id

（任意）すべてのインターフェ

イスのインターフェイスの情報

を表示します。これがデフォル

トです。

all

（任意）ローカルカードのすべ

てのインターフェイスのイン

ターフェイス情報を表示しま

す。

local

（任意）指定のノード上のすべ

てのインターフェイスに関する

情報を表示します。node-id引
数は、rack/slot/moduleの形式で
入力します。

locationnode-id
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（任意）インターフェイスを介

して送信された各プロトコルタ

イプのパケット数を表示しま

す。

アカウンティング

（任意）各インターフェイスの

簡単な情報を表示します（イン

ターフェイス 1つあたり 1
行）。

brief

（任意）各インターフェイスの

ステータス、プロトコル、およ

び説明が表示されます（イン

ターフェイス 1つあたり 1
行）。

description

（任意）各インターフェイスの

詳細な情報を表示します。これ

はデフォルトです。

detail

（任意）インターフェイスタイ

プごとにインターフェイス情報

のサマリーを表示します。

summary

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン showinterfacesコマンドは、ネットワークインターフェイスの統計情報を表示します。結果には、

インターフェイスプロセッサがスロットの順に表示されます。

たとえば、インターフェイスのタイプを指定せずに show interfacesコマンドを入力すると、ネッ
トワーキングデバイスにインストールされているすべてのインターフェイスの情報が表示されま

す。インターフェイスの type、slot、およびport引数を指定した場合に限り、特定のインターフェ
イスの情報を表示できます。
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ネットワーキングデバイスから削除されたインターフェイスタイプに対して show interfacesコマ
ンドを入力すると、エラーメッセージ「Interface not found.」が表示されます。

表示される出力は、インターフェイスが設定されているネットワークによって異なります。

Cisco IOS XR Release 3.9.0から、バンドルインターフェイスシャットダウンすると、メンバリン
クは err-disable link interface状態および admin-down line protocol状態になります。

Cisco IOS XR Release 4.2.0から、Bundle-POSインターフェイスがサポートされるようになりまし
た。

5分の入力および出力レートは、指定された 5分間における 1秒あたりのトラフィック数の概
算値だけとして使用してください。これらのレートは、5分という時間定数を使用して指数の
重み付けを適用した平均値です。時間定数の4倍の時間が、その期間における均一なトラフィッ
クストリームの瞬間レートの 2 %以内に平均値が収まるまでに経過していなければなりませ
ん。

（注）

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りinterface

___________________
例 次に、show interfacesコマンドによる出力例を示します。表示される出力は、ネットワーキング

デバイス内のインターフェイスカードのタイプと数によって異なります。

RP/0/# show interfaces tenGigE 0/0/0/1

TenGigE0/0/0/1 is administratively down, line protocol is administratively down
Hardware is TenGigE, address is 0800.4539.d909 (bia 0800.4539.d909)
Description: user defined string
Internet address is Unknown
MTU 1514 bytes, BW 10000000 Kbit

reliability 255/255, txload 0/255, rxload 0/255
Encapsulation ARPA,
Full-duplex, 10000Mb/s, LR
output flow control is off, input flow control is off
loopback not set
ARP type ARPA, ARP timeout 01:00:00
Last clearing of "show interface" counters never
5 minute input rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
5 minute output rate 0 bits/sec, 0 packets/sec

0 packets input, 0 bytes, 0 total input drops
0 drops for unrecognized upper-level protocol
Received 0 broadcast packets, 0 multicast packets

0 runts, 0 giants, 0 throttles, 0 parity
0 input errors, 0 CRC, 0 frame, 0 overrun, 0 ignored, 0 abort
0 packets output, 0 bytes, 0 total output drops
Output 0 broadcast packets, 0 multicast packets
0 output errors, 0 underruns, 0 applique, 0 resets
0 output buffer failures, 0 output buffers swapped out
0 carrier transitions
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次に、shutdownコマンドを使用してバンドルインターフェイスを管理上シャットダウンした後の
リンクインターフェイスのステータスが「err-disable」で、ラインプロトコルステートが
「admin-down」のバンドルメンバリンクの例を示します。

RP/0/# show interfaces brief

Thu May 6 06:30:55.797 DST

Intf Intf LineP Encap MTU BW
Name State State Type (byte) (Kbps)

--------------------------------------------------------------------------------
BE16 admin-down admin-down ARPA 9216 1000000

BE16.160 up up 802.1Q VLAN 9220 1000000
BE16.161 up up 802.1Q VLAN 9220 1000000
BE16.162 up up 802.1Q VLAN 9220 1000000
BE16.163 up up 802.1Q VLAN 9220 1000000

Lo0 up up Loopback 1500 Unknown
Nu0 up up Null 1500 Unknown

tt44190 up up TUNNEL 1500 Unknown
tt44192 up up TUNNEL 1500 Unknown
tt44194 up up TUNNEL 1500 Unknown
tt44196 up up TUNNEL 1500 Unknown

Mg0/RSP0/CPU0/0 up up ARPA 1514 100000
Mg0/RSP0/CPU0/1 admin-down admin-down ARPA 1514 10000

Gi0/1/0/0 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/1 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/2 up up ARPA 9014 1000000
Gi0/1/0/3 up up ARPA 9014 1000000

Gi0/1/0/3.160 up up 802.1Q VLAN 9022 1000000
Gi0/1/0/3.161 up up 802.1Q VLAN 9018 1000000
Gi0/1/0/3.185 up up 802.1Q VLAN 9022 1000000
Gi0/1/0/3.189 up up 802.1Q VLAN 9022 1000000
Gi0/1/0/3.215 up up 802.1Q VLAN 9022 1000000

Gi0/1/0/4 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/5 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/6 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/7 up up ARPA 9014 1000000

Gi0/1/0/7.185 up up 802.1Q VLAN 9022 1000000
Gi0/1/0/7.187 up up 802.1Q VLAN 9014 1000000
Gi0/1/0/7.189 up up 802.1Q VLAN 9022 1000000
Gi0/1/0/7.210 up up 802.1Q VLAN 9022 1000000
Gi0/1/0/7.211 up up 802.1Q VLAN 9022 1000000
Gi0/1/0/7.215 up up 802.1Q VLAN 9022 1000000

Gi0/1/0/8 up up ARPA 9014 1000000
Gi0/1/0/9 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/10 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/11 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/12 up up ARPA 9216 1000000
Gi0/1/0/13 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/14 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/15 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/16 up up ARPA 9216 1000000
Gi0/1/0/17 up up ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/18 up up ARPA 9216 1000000
Gi0/1/0/19 up up ARPA 9014 1000000

Gi0/1/0/19.2127 up up 802.1Q VLAN 9022 1000000
Gi0/1/0/19.2130 up up 802.1Q VLAN 9022 1000000

Gi0/1/0/20 up up ARPA 9014 1000000
Gi0/1/0/20.2125 up up 802.1Q VLAN 9022 1000000

Gi0/1/0/21 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/22 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/23 up up ARPA 9216 1000000
Gi0/1/0/24 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/25 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/26 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/27 up up ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/28 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/29 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/30 up up ARPA 9014 1000000

Gi0/1/0/30.215 up up 802.1Q VLAN 9018 1000000

Cisco NCS 5000 シリーズルータ向けインターフェイスおよびハードウェアコンポーネントのコマンド
リファレンス

23

グローバルインターフェイスコマンド

show interfaces



Gi0/1/0/31 up up ARPA 9014 1000000
Gi0/1/0/32 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/33 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/34 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/35 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/36 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/37 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/38 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/39 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Te0/4/0/0 err-disable admin-down ARPA 1514 10000000
Te0/4/0/1 err-disable admin-down ARPA 1514 10000000
Te0/4/0/2 err-disable admin-down ARPA 1514 10000000
Te0/4/0/3 err-disable admin-down ARPA 1514 10000000
Te0/4/0/4 err-disable admin-down ARPA 1514 10000000
Te0/4/0/5 err-disable admin-down ARPA 1514 10000000
Te0/4/0/6 err-disable admin-down ARPA 1514 10000000
Te0/4/0/7 err-disable admin-down ARPA 1514 10000000
Te0/6/0/0 admin-down admin-down ARPA 1514 10000000
Te0/6/0/1 admin-down admin-down ARPA 1514 10000000
Te0/6/0/2 admin-down admin-down ARPA 1514 10000000
Te0/6/0/3 admin-down admin-down ARPA 1514 10000000

表 2：show interfaces のフィールドの説明

説明フィールド

現在のインターフェイスの名前

を表示します。この例では、イ

ンターフェイス名は

TenGigE0/1/0/1です。

インターフェイス名

インターフェイスのステートを

表示します。この例では、イン

ターフェイスのステートは

administratively downです。

インターフェイスの状態

   Cisco NCS 5000 シリーズルータ向けインターフェイスおよびハードウェアコンポーネントのコマン
ドリファレンス

24

グローバルインターフェイスコマンド

show interfaces



説明フィールド

Interface state transitions
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説明フィールド

インターフェイスの状態が変化

した回数を表示します。

（注） • Interface state
transitionsコマン
ドは、インター

フェイスが起動

状態を維持して

いる場合にのみ

カウントしま

す。ラインプロ

トコルがフラッ

プした場合はカ

ウントされませ

ん。

•ラインプロトコ
ルステートがup
から
down/admin-down
へ、または
admin-down/down
からupへと状態
変化したとき

に、Interface
state transitionsは
状態をカウント

します。イン

ターフェイスが

downから
admin-downへ、
または

admin-downから
downへ状態が変
化した場合、カ

ウンタは増分さ

れません。

• clear
state-transitions
コマンドを使用

して、現在のカ

ウンタまたはす

べてのインター

フェイスのカウ

ンタをクリアし
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説明フィールド

ます。

レイヤ 2のラインプロトコル
のステートを表示します。キー

プアライブ障害によってレイヤ

2が停止した場合などには、こ
のフィールドがインターフェイ

スステートと異なることがあ

ります。

ラインプロトコルス

テートは、show ip
interfacesコマンドに
よって表示されるプ

ロトコルステートと

は異なります。これ

は、レイヤ3（IPプロ
トコル）ではなく、

レイヤ2（メディア）
の状態であるからで

す。

（注）

line protocol state

現在のハードウェアタイプを

表示します。

ハードウェア

レイヤ 2のアドレス（イーサ
ネットインターフェイスでは

MACアドレス）を表示しま
す。

ハードウェアのアド

レスを設定するに

は、mac-addressコマ
ンドを入力します。

（注）

address is n.n.n.n/n

インターフェイスのバーンドイ

ンアドレス（BIA）を表示しま
す。BIAは、インターフェイス
のデフォルトの L2（MAC）ア
ドレスです。

BIAは設定できませ
ん。

（注）

bia
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説明フィールド

インターフェイスに関連付けら

れたユーザ定義の文字列を表示

します。

インターフェイスに

関連付けられた説明

を設定するには、

descriptionコマンド
を使用します。

（注）

説明

インターフェイスのレイヤ 3
（IP）アドレスを表示します。

インターフェイスの

インターネットアド

レスを設定するに

は、ipv4 addressコマ
ンドを使用します。

（注）

インターネットアドレス

インターフェイスの最大伝送単

位（MTU）を表示します。
MTUは、インターフェイスを
介して送信できる最大パケット

サイズです。

MTUフィールドはイ
ンターフェイスの

MTUを示します。レ
イヤ 3レベルの下位
のMTU値を設定する
には、mtuコマンド
を入力します。

（注）

MTU

インターフェイスの帯域幅を

kbps単位で表示します。
BW

ドロップされない、エラーが発

生していないパケットの割合を

表示します。

reliabilityは 255を分
母とする分数として

表示されます。

（注）

信頼性
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説明フィールド

インターフェイスからのトラ

フィックを帯域幅の割合として

示します。

txloadは 255を分母
とする分数として表

示されます。

（注）

txload

インターフェイスへのトラ

フィックを帯域幅の割合として

示します。

rxloadは 255を分母
とする分数として表

示されます。

（注）

rxload

インターフェイスにインストー

ルされたレイヤ 2のカプセル
化。

カプセル化

巡回冗長検査（CRC）の長さを
バイト単位で示します。

CRCはすべてのイン
ターフェイスタイプ

について表示はされ

ません。

（注）

CRCを設定するに
は、pos crcコマンド
を入力します。

（注）

CRC

ハードウェアがループバックす

るように設定されているかどう

かを示します。

ループバックまたは

コントローラループ

バックを設定するに

は、loopbackコマン
ドを入力します。

（注）

loopback or controller loopback
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説明フィールド

設定されているキープアライブ

値を秒単位で表示します。

keepaliveフィールド
の値を設定するに

は、keepaliveコマン
ドを入力します。

（注）

keepaliveフィールド
は、適用されないイ

ンターフェイスタイ

プについては表示さ

れません。

（注）

Keepalive（キープアライブ）

リンクの通信方式を表示しま

す。

このフィールドは共

有メディアだけに表

示されます。

（注）

一部のインターフェ

イスタイプでは、

full-duplexコマンドと
half-duplexコマンド
を入力して通信方式

を設定できます。

（注）

Duplexity

リンクの速度と帯域幅（Mbps
単位）。このフィールドは、

media情報行の他の部分も表示
されている場合に限り表示され

ます（「duplexity」と「media
type」を参照）。

速度

インターフェイスのメディア

タイプ。

メディアタイプ

インターフェイスで出力フロー

制御がイネーブルになっている

かどうか。

output flow control

「output flow control」を参照し
てください。

input flow control
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説明フィールド

インターフェイスで使用されて

いるアドレスレゾリューショ

ンプロトコル（ARP）タイプ。
この値は、ARPを使用してい
ないインターフェイスタイプ

には表示されません。

ARP type

ARPタイムアウト
（hours:mins:secs）。この値
は、arp timeoutコマンドを使
用して設定できます。

ARPタイムアウト

arp timeout execコマンドを使用
して最後にカウンタをクリアし

てからの経過時間

（hours:mins:secs）。

Last clearing of counters
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説明フィールド

最後の 5分間で 1秒あたりに受
信したビットおよびパケットの

平均数。インターフェイスが無

差別モードでない場合は、（す

べてのネットワークトラフィッ

クではなく）送受信したネット

ワークトラフィックを検知し

ます。

コマンド出力で参照

する 5分間は、この
インターフェイスで

設定できる負荷イン

ターバルです。デ

フォルト値は 5分で
す。

（注）

5分の入力は、指定さ
れた 5分間における
1秒あたりのトラ
フィック数の概算値

だけとして使用して

ください。このレー

トは、5分という時間
定数を使用して指数

の重み付けを適用し

た平均値です。この

平均値が該当期間中

の均一なトラフィッ

クストリームについ

て瞬間速度の2%以内
に収まるまでに、こ

の時間定数の 4倍の
期間が経過する必要

があります。

（注）

5 minute input rate
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説明フィールド

最後の 5分間で 1秒あたりに送
信したビットおよびパケットの

平均数。インターフェイスが無

差別モードでない場合は、（す

べてのネットワークトラフィッ

クではなく）送受信したネット

ワークトラフィックを検知し

ます。

コマンド出力で参照

する 5分間は、この
インターフェイスで

設定できる負荷イン

ターバルです。デ

フォルト値は 5分で
す。

（注）

5分の出力は、指定さ
れた 5分間における
1秒あたりのトラ
フィック数の概算値

だけとして使用して

ください。このレー

トは、5分という時間
定数を使用して指数

の重み付けを適用し

た平均値です。この

平均値が該当期間中

の均一なトラフィッ

クストリームについ

て瞬間速度の2%以内
に収まるまでに、こ

の時間定数の 4倍の
期間が経過する必要

があります。

（注）

5 minute output rate

インターフェイス上で受信さ

れ、上位層に正常に配信された

パケット数。

packets input

インターフェイス上で正常に受

信されたバイトの総数。

bytes input
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説明フィールド

受信後にドロップされたパケッ

トの総数。ここには、設定され

ているQuality of Service（QoS）
またはアクセスコントロール

リスト（ACL）ポリシーが原因
でドロップされたパケットも含

まれます。不明なレイヤ3プロ
トコルによるドロップは含まれ

ません。

total input drops

インターフェイスで必要なプロ

トコルが設定されていなかった

ために配信できなかったパケッ

トの総数。

drops for unrecognized upper-level protocol

インターフェイスで受信された

レイヤ 2ブロードキャストパ
ケットの総数。これは、入力パ

ケットカウントの総数のサブ

セットです。

Received broadcast packets

インターフェイスで受信された

レイヤ2マルチキャストパケッ
トの総数。これは、入力パケッ

トカウントの総数のサブセッ

トです。

Received multicast packets

小さすぎて処理できなかった受

信パケット数。これは、入力エ

ラーカウントのサブセットで

す。

runts

大きすぎて処理できなかった受

信パケット数。これは、入力エ

ラーカウントのサブセットで

す。

giants

（入力キューがいっぱいだった

ために）スロットリングが原因

でドロップされたパケット数。

throttles

パリティチェックに失敗した

ためにドロップされたパケット

数。

parity
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説明フィールド

エラーが含まれていたために配

信できない受信パケットの総

数。この値を、エラーが含まれ

ないにもかかわらず配信されな

かったパケットの数を示す total
input dropsと比較してくださ
い。

input errors

CRCチェックに失敗したパケッ
ト数。

CRC

不良フレームバイトを持つパ

ケット数。

frame

インターフェイスで発生した

オーバランエラーの数。オー

バランは、入力レートがレシー

バのデータ処理能力を超えてい

るためにレシーバハードウェ

アが受信データをハードウェア

バッファに送信できない回数を

表します。

overrun

無視されたパケットエラーの

総数。無視されたパケットは、

インターフェイスハードウェ

アに十分な内部バッファがない

ためにドロップされたパケット

です。ブロードキャストストー

ムおよびノイズのバーストに

よって無視されるパケットの数

が増えることがあります。

ignored

インターフェイス上の中断エ

ラーの総数。

abort

インターフェイス上で受信さ

れ、上位層に正常に配信された

パケット数。

packets output

インターフェイス上で正常に受

信されたバイトの総数。

bytes output
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説明フィールド

送信前にドロップされたパケッ

ト数。

total output drops

インターフェイスで送信された

レイヤ 2ブロードキャストパ
ケットの総数。これは、入力パ

ケットカウントの総数のサブ

セットです。

Received broadcast packets

インターフェイスで送信された

レイヤ2マルチキャストパケッ
トの総数。これは、入力パケッ

トカウントの総数のサブセッ

トです。

Received multicast packets

入力レートがレシーバのデータ

処理能力を超えたためにレシー

バハードウェアが受信データ

をハードウェアバッファに送

信できなかった回数。

output errors

インターフェイスで発生したア

ンダーランエラーの数。アン

ダーランは、出力レートがトラ

ンスミッタのデータ処理能力を

超えているためにハードウェア

がデータをハードウェアバッ

ファに送信できない回数を表し

ます。

underruns

アップリケエラーの数。applique

ハードウェアがリセットされた

回数。このイベントのトリガー

と効果はハードウェアによって

異なります。

resets

MEMD共有メモリの不足が原
因で出力ホールドキューから

パケットが出力されなかった回

数。

output buffer failures
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説明フィールド

出力キューがいっぱいになって

いるときにメインメモリに保

存されるパケット数。バッファ

をメインメモリに切り替える

と、出力で輻輳しているときの

パケットのドロップを防止でき

ます。バーストトラフィック

では、この数値は大きくなりま

す。

output buffers swapped out

シリアルインターフェイスの

キャリア検知（CD）信号のス
テートが変化した回数。

carrier transitions
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shutdown (global)
インターフェイスをディセーブルにする（インターフェイスを強制的に管理上のダウン状態にす

る）には、インターフェイスコンフィギュレーションモードで shutdownコマンドを使用します。
シャットダウンされたインターフェイスをイネーブルにするには、このコマンドのno形式を使用
します。

shutdown

no shutdown

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト このインターフェイスはデフォルトではイネーブルになり、シャットダウンを設定した場合に限

りディセーブルになります。

システムにインターフェイスを追加すると、またはインターフェイスのすべての設定が失われ

るか削除されると、インターフェイスを追加したシステムによってインターフェイスがシャッ

トダウンステートになります。

（注）

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン インターフェイスのステートを管理上のダウン状態にするには、shutdownコマンドを使用します。

このステートでは、インターフェイスを通過するトラフィックが停止します。このステートでは、

設定、プロトコル、カプセル化の変更など、インターフェイス上の他の処理は停止しません。

shutdownコマンドにより、インターフェイスは使用不可とマーキングされます。インターフェイ
スステートがダウンしているかどうかを確認するには、XR EXECモードで show interfacesコマン
ドを使用すると、インターフェイスの現在のステートが表示されます。シャットダウンされたイ

ンターフェイスは、show interfacesコマンドの出力に administratively downと表示されます。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みinterface

___________________
例 次の例では、TenGigEインターフェイス 0/4/0/2はオフです。

RP/0/(config)# interface TenGigE 0/4/0/2
RP/0/(config-if)# shutdown
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